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* p <.05，**p <.01 
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くまでも子どもが主体となるべきであり，大人の側の都合で行われるべきではない。子ど

ものペースで着実な回復と成長がはかられる支援を最優先しなければならない。 

集団を通して個の活動を促進する学校教育に対して，適応指導教室では子どもたち一人

一人の個の存在を大切にし，そして支援学生と指導員が仲立ちとなって子ども同士の個と

個をつなげる役割を果たし，徐々に集団へと拡大する。したがって，あるがままの姿を受

容するＮＰを優先しつつも，ＦＣの明るい活動性が子どもたちの心的エネルギーの回復に

は必要な自我状態である。そして，集団の中で人間関係の在り方や自己の課題を見つめ，

その子どもたちの状態を考慮しつつ，客観的・理性的な自我状態のＡで，それぞれの子ど

もたちの課題にともに向き合っていく姿勢と具体的な個別の支援計画が必要なのではない

だろうか。さらに，支援学生と指導員は不登校児童生徒の，よきモデルとなっていかなけ

ればならない。 

本研究では分析対象が 24 名と少なく，うち 18 名は学生院生であり，教育的・管理的支

援は不得手と思われる存在である。受容・共感のＮＰを基盤にしつつも，父性的なＣＰの

役割を弘前市学校適応指導教室では指導員が，青森県総合学校教育センター適応指導教室

では指導主事が果たしているので，対象者は，よりＮＰを重点にした関わりが可能となっ

ていると思われる。多くの適応指導教室での運営や支援は，退職教職員や教育系職員がか

かわっている割合が多い現状にあり，そのような場合，現実自我とイメージ自我のあり様

は異なることも推測される。 

また，長谷川・豊嶋（2001），菊池・豊嶋（2006）は，学生の場合，適応指導教室での

支援活動それ自体が現実自我に影響を与えることを示した。本研究でも支援体験を通した

現実自我に影響を与えていることが示唆されたが，今後，調査対象者を増やし，かつ調査

期間を長期にとって確認することも課題となる。 

 

 Ⅴ まとめ   

ＴＥＧを用いて，支援学生と指導員の本来のパーソナリティの現実自我と適応指導教室

で不登校児童生徒とかかわっている際のイメージ自我との比較検討を行った。 

1.   現実自我よりもイメージ自我では，有意にＣＰが低下し，ＮＰ，ＦＣの上昇がした。

平均値で最も高かったのは，ＮＰであった。 

2.  パターン分類では，イメージ自我においてＮＰとＦＣが優位なＭ型が 60％～72％，

次いで自己否定・他者肯定のＮ型が 20％～28％と多かった。 

3.  イメージ自我において，集団の特徴を示すピーク･エゴグラムはＮＰ（65.6％～

72.7％）が最も多く，次いでＦＣ（27.3％～34.3％）となった。一方，ボトム・エゴ

グラムにおいては，ＡＣ（42.3％～50.0％）が最も多く，ＮＰとＦＣはともに調査を

実施した３回とも０％であった。 

4.  以上の結果より，支援学生と指導員が適応指導教室において不登校児童生徒とかか

わる際には，父性のＣＰを低下させる一方で，母性のＮＰをより意識し，次にＦＣを

発揮して子どもたちを活動していることが明らかになった。 

 

 

本研究は一部，文部科学省科学研究費（挑戦的萌芽研究）の補助を受けた「大学生の適応

指導教室における長期サポート体験の構造と臨床の知の獲得過程」（課題番号；20653046）

の成果である。 
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